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市は｢禁

取り組みまみま

分煙に煙
健康増進法が平成15年5月1日に施行され

ました。この法律の目的は、国民の健康増進

を推進する基本的な事項を定めるとともに、

国民の健康増進のための措置を講ずるよう定

めて、国民保健の向上を図るものです。

この法律の中で、施設管理者には受動喫煙

の防止対策に努めることが義務づけられまし

た。市ではこれを受けて、市が管理する施設

で受動喫煙を防ぐための取り組みを始めます。

今月号では、 この法律の内容と禁煙に向け

た市の取り組みを紹介します。

す
■

5月1日に施行された

健康増進法に対応
ー

P

（
法
第
二
五
条
）

学
校
、
体
育
館
、
病
院
、
劇
場
、
観
覧

場
、
集
会
所
、
展
示
場
、
百
貨
店
、
事

務
所
、
官
公
庁
施
設
、
飲
食
店
、
そ
の

～他
の
多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
を
管

理
す
る
者
は
、
こ
れ
ら
を
利
用
す
る
者

に
つ
い
て
、
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た

め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

急
速
な
高
齢
化
や
食
生
活
の
欧
米
化

な
ど
に
よ
っ
て
、
国
内
で
近
年
発
生
す

る
疾
病
に
構
造
的
な
変
化
が
生
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
民
の
健
康
増
進
に
対

す
る
重
要
性
が
増
大
し
て
き
て
い
ま
す
。

国
会
で
は
、
医
療
統
計
の
資
料
や
各
種

報
告
書
な
ど
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

が
ん
や
心
臓
病
、
糖
尿
病
と
い
っ
た

生
活
習
慣
病
を
防
ぎ
、
健
康
長
寿
を
目

指
し
た
国
の
健
康
づ
く
り
運
動
「
健
康

日
本
二
一
」
の
法
的
な
基
盤
と
し
て
、

こ
の
法
律
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

受
動
喫
煙
の
防
止

「
健
康
増
進
」
と
は
、
積
極
的
に
健

康
状
態
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

健
康
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間

（
健
康
寿
命
）
を
延
伸
さ
せ
ま
す
し
、

生
活
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
さ
す

用
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
の
名
称
を

「
健
康
増
進
法
」
と
し
た
も
の
で
す
。

健
康
長
寿
を
目
指
し
て

健
康
増
進
法
と
は

受
動
喫
煙
と
は
、
「
室
内
ま
た
は
こ
れ

に
準
ず
る
環
境
に
お
い
て
、
他
人
の
た

ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
。

Ｉ
「
そ
の
他
の
施
設
」
と
は
、
鉄
軌
道
駅
、

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
航
空
旅
客
タ
ー
ミ

r健康増進法｣|の3つ#の桂
ー

…

…

理を目指します。 ；
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職場の受動喫煙と肺がんのリスク

倍 （米国資料 1994年）
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夫の喫煙と妻の肺がん死亡率(夫力琲喫煙寶の場合を'伽として｝喫煙開始年齢別に見た死亡率
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非喫煙 喫煙 1~14本 15~19本 20本以上

毎日

’ ． ‐'‘ ～'‘ ’0～ ’0～非喫煙（喫煙開始年齢） 夫の喫煙なし 1～15年 16～30年30年以上

た
ば
こ
の
煙
に
は
、
約
四
○
種
類
の
発
が
ん

物
質
と
数
千
種
類
の
化
学
物
質
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
血
管
を
収
縮
さ
せ
血
流
を
悪
く
し
た
り

血
管
の
老
化
を
早
め
る
ニ
コ
チ
ン
．
全
身
へ
の

酸
素
の
運
搬
を
妨
げ
る
一
酸
化
炭
素
、
そ
し
て

猛
毒
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
の

で
す
。 こ

の
法
律
は
、
今
ま
で
あ
い
ま
い
だ
っ
た
受

動
喫
煙
の
被
害
の
責
任
を
、
た
ば
こ
を
吸
う
人

で
は
な
く
そ
の
場
所
を
管
理
す
る
事
業
主
と
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
多
数
の
人
が
利
用

す
る
施
設
の
管
理
者
に
対
し
、
受
動
喫
煙
を
防

止
す
る
措
置
を
と
る
努
力
義
務
を
課
す
こ
と
と

し
た
も
の
で
す
。

被
害
の
責
任
は
施
設
管
理
者
た
ば
こ
の
煙
は
二
種
類

発
が
ん
物
質
は
約
四
○
種
類

反
響
を
呼
ん

ー

で
ｕ
舌
淀
二
五
桑

受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
⑪
施
設

内
を
完
全
禁
煙
に
す
る
方
法
②
喫
煙
室
を
壁
や

カ
ー
テ
ン
で
さ
え
ぎ
り
、
煤
を
施
設
外
へ
強
制

排
気
し
て
分
煙
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
市
で

は
現
在
、
本
庁
舎
や
市
の
管
理
す
る
各
施
設
で
、

利
用
者
の
み
な
さ
ん
を
受
動
喫
煙
か
ら
守
る
た

め
の
具
体
的
な
方
法
を
検
討
し
、
早
急
に
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

施
設
の
構
造
上
分
煙
で
き
な
い
場
合
は
完
全

禁
煙
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

首
都
圏
の
大
手
私
鉄
で
は
、
駅
構
内
を
全
面

禁
煙
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
（
小
学
校
～

高
等
学
校
）
の
敷
地
内
は
、
平
成
一
七
年
度
か

ら
全
面
禁
煙
に
な
り
ま
す
し
、
一
部
の
学
校
で

は
す
で
に
禁
煙
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

飲
食
店
な
ど
で
禁
煙
店
舗
が
増
え
て
い
ま
す
。

始
ま
っ
て
い
る具
体
的
な
動
き

た
ば
こ
を
吸
う
人
（
喫
煙
者
）
が
吸
い
込
む

主
流
煙
と
、
火
の
つ
い
た
た
ば
こ
の
先
か
ら
出

る
副
流
煙
が
あ
り
ま
す
。

主
流
煙
は
、
燃
焼
温
度
の
高
い
部
分
で
発
生

し
、
た
ば
こ
内
部
や
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
過
す
る

の
に
対
し
て
、
副
流
煙
は
燃
焼
温
度
が
低
い
た

め
、
主
流
煙
に
比
べ
有
害
物
質
が
高
い
濃
度
で

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
（
表
１
）

市
の
取
り
組
み

淨

簿

識

ー

(表1）主流煙に含まれるガス等の成分を1とした場合の

副流煙に含まれる成分の割合
非喫煙者と比較した喫煙者のがん死亡率(非喫煙者を'oとして）

計画調査(1966~'982日本男＞－－－弓、 倍
倍
３
７

１
１
因
ん
死
が

〈
王
〈
王

たばこの煙に含まれる有害物質I

主流煙に対する
51I流煙の含有量

物質名 性 質

喉頭がん3

食道がん

倍
倍
５
２
２
２ 倍

倍
８
０

２
９３

有害物質

膀胱発がん物質

ニコチン

ナフチルアミン

倍
倍
６
９

３
３

カドミウム 発がん物質･肺気腫
’

ベンッピレン 発がん物質

一
一
口

』
Ⅱ３ 有害物質

強力な発がん物質

毒性

一酸化炭素

ニトロソアミン

倍
倍
倍
倍

７
０
６
０

４
２
３
６

５
４

肝臓がん

ちつ素酸化物(NOX)

粘膜刺激･毒性アンモニア

ホルムアルデヒド

’

粘膜刺激･せん毛傷害･咳反射 50.0倍

平山雌（1993） （米国健康教育福祉門ほか）
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i蕊篭

I菫減蕊倉
瑳燐蕊

蕊驚譽謹

1冑胃壁蓋豐

日
本
に
お
け
る
青
年
会
議
所
了
Ｃ
）
運
動

は
一
九
四
九
年
二
月
、
東
京
で
始
ま
り
ま
し

た
．
四
○
余
年
の
歳
月
を
経
て
、
今
な
お
拡

大
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。
現
在
七
五
○
余

の
都
市
で
活
動
を
続
け
、
会
員
六
万
余
を
擁

す
る
青
年
運
動
最
大
の
団
体
と
な
り
ま
し
た
．

二
○
歳
か
ら
四
○
歳
ま
で
の
年
齢
制
限
が

あ
る
こ
と
、
理
事
長
を
含
む
理
事
・
組
織
は

任
期
一
年
で
毎
年
変
わ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
は

青
年
会
議
所
を
他
の
す
べ
て
の
団
体
か
ら
区

別
す
る
最
大
の
特
徴
で
す
．
組
織
が
常
に
若
々

し
く
活
性
化
さ
れ
、
ま
た
様
々
な
役
職
を
メ

ン
バ
ー
が
経
験
す
る
こ
と
で
得
難
い
貴
重
な

青
年
会
議
所
と
は

社
団
法
人

高
萩
青
年
会
議
所
が

創
立
三
十
五
周
年

体
験
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
Ｊ
Ｃ
の
大
き
な

目
標
の
一
つ
で
あ
る
、
次
代
を
担
う
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

世
界
の
青
年
運
動
の
中
枢
で
あ
る

「
国
際
青
年
会
議
所
」
（
Ｊ
Ｃ
Ｉ
）
の
発
足

一
九
一
五
年
に
ア
メ
リ
カ
・
ミ
ズ
リ
ー
州

セ
ン
ト
ル
イ
ス
に
生
ま
れ
た
小
さ
な
青
年
活

動
グ
ル
ー
．
フ
か
ら
始
ま
っ
た
Ｊ
Ｃ
圭
月
年
会

議
所
一
運
動
は
、
そ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、

ア
メ
リ
カ
の
社
会
的
活
動
を
担
う
主
要
な
青

年
団
体
へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
．

一
九
四
四
年
に
は
「
積
極
的
な
変
革
を
創

り
出
す
の
に
必
要
な
指
導
者
と
し
て
の
力
量
、

ー

社
会
的
責
任
、
友
情
を
培
う
機
会
を
若
い
人
々

に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
球
社
会
の
進

歩
発
展
に
資
す
る
こ
と
」
を
使
命
に
、
ア
メ

リ
カ
、
コ
ス
タ
リ
カ
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
、

グ
ァ
テ
マ
ラ
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
、
メ
キ
シ
コ
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
、
パ
ナ
マ
の
八
カ
国
に
よ
っ
て

国
際
青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
Ｉ
）
が
発
足
．
日

本
も
一
九
五
一
年
に
加
盟
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
の
一
員

と
し
て
新
た
な
活
動
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。現
在
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
に
は
九
八
の
Ｎ
Ｏ
Ｍ
（
国

家
青
年
会
議
所
）
が
加
盟
、
会
員
数
三
○
万

人
以
上
の
世
界
で
も
最
も
大
き
な
青
年
団
体

で
す
。
現
役
メ
ン
バ
ー
に
加
え
約
二
○
○
万

人
以
上
の
Ｏ
Ｂ
が
い
ま
す
．
毎
年
十
一
月
に

は
世
界
会
議
が
開
催
さ
れ
、
日
本
で
も
こ
れ

ま
で
に
東
京
、
京
都
、
大
阪
、
名
古
屋
、
神

戸
、
札
幌
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

魁蝋
恋蕊恋蕊 盤盤
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35周年記念式典（平成15年6月8日）

◆
高
萩
青
年
会
議
所

三
十
五
年
の
主
な
あ
ゆ
み
◆

一
九
六
九
年
九
月
創
立

交
通
安
全
運
動
、
多
賀
地
区

合
同
校
外
学
習

一
九
七
○
年
街
頭
献
血

一
九
七
四
年
い
こ
い
の
広
場

一
九
七
五
年
国
際
交
流
に
参
加

一
九
七
七
年
い
こ
い
の
広
場
か
ら
み
ん
な

の
広
場
開
催

一
九
七
八
年
滝
坂
広
場
の
整
備

一
九
八
○
年
茨
城
会
員
大
会
分
科
会
発
表

「
少
数
学
級
十
一
年
の
歩
み
」

一
九
八
五
年
日
本
青
年
会
議
所
褒
章
で
最

優
秀
賞
を
受
賞

一
九
八
六
年
青
年
ふ
れ
あ
い
塾
を
創
設

一
九
八
九
年
提
言
書
発
行

一
九
九
三
年
「
高
萩
の
未
来
二
一
世
紀
プ

ラ
ン
」
報
告
書
作
成

一
九
九
四
年
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
開
催

一
九
九
五
年
自
然
環
境
教
育
の
実
践
と
勉
強
会
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
開
催

一
九
九
八
年
三
十
周
年
記
念
事
業

「
桂
歌
丸
講
演
会
」

一
九
九
九
年
三
団
体
合
同
例
会
開
始

高
萩
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
開
催

二
○
○
○
年
ま
ち
づ
く
り
運
動
に
つ
い
て

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

二
○
○
一
年
全
国
会
員
大
会
水
戸
大
会
開

催
決
定

二
○
○
二
年
サ
ヅ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

鹿
島
ス
タ
ジ
ア
ム
に
て
イ
ベ

ン
ト
開
催

二
○
○
三
年
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
の
三
団
体

合
同
例
会
に
て
合
併
問
題
勉

強
会
を
開
催

4



「地域共育」の大切さを学ぶ

多賀地区合同校外学習 6月16日

創立時から継続されている多賀地区合

|可校外学習授業。毎年、高萩・ '一王の児

童生徒たちを対象に行われています。陶

芸教室や様々なレクレーションを行い、

大人も子供も世代を超えたふれあいを通

じて、互いに健やかな心を育んでいます。

蕊蕊鍵察

青年会高

の 露蕊錘

＝芋§…

市町村合併について考えよう

3団体合同例会沖4月16日:

ライオンズクラブ・ロータリークラ

ブとの3団体共催で市町村合併問題を

取り上げました。岩倉高萩市長・小田

木県議会議員・県広域行政推進室岡田

室長の3名を招き、市町村合併問題に

ついての講演をいただきました。市民

にとっての身近な問題として、参加者

は熱心に聞き入っていました。

Ｉ
ｒ

園

;|＃
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「
高
萩
の
未
来
四
世
紀
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
い
て
、
海

か
ら
山
ま
で
の
有
効
活
用
と
い
う
項
目
の
中
の
『
海
』

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
若
者
の
集
う
ゾ
ー
ン
づ
く
り
の

実
践
と
し
て
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

｜
昨
年
は
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
佐
伯

美
香
選
手
と
高
橋
有
希
子
選
手
を
迎
え
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
今
年
も
日
本
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の

参
加
者
が
優
勝
カ
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
く
る
！

ビー千バレーinたか'さぎZOO3

日時： 7月20日（日）午前9時30分開会。

場所：高萩海水浴場ビーチバレーコート。

ボランティアスタッフ募集！

企画から当日の運営まで一緒に行いませんか。

問合せ：村上純将さん窓090-4612 7941

ー

高
萩
市
・
十
王
町
の

居
住
者
で
た
く
さ
ん
の

仲
間
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
．
入
会
資
格
は
市

内
に
居
住
し
て
い
る
か
、

勤
務
し
て
い
る
二
○
歳

か
ら
四
○
歳
ま
で
の
男

女
。
（
未
婚
・
既
婚
問

い
ま
せ
ん
）
興
味
の
あ

る
方
は
下
記
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
．
見
学
体
験

大
歓
迎
で
す
．
メ
ン
バ
ー

一
同
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

全
国
会
員
大
会
が

平
成
十
六
年
十
月
に
水
戸
市
で
開
催

こ
の
大
会
は
、
（
社
）
日
本
青
年
会
議
所
が
主
催
し
、

開
催
地
の
青
年
会
議
所
が
中
心
と
な
っ
て
大
会
の
企
画

運
営
を
行
う
も
の
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
大
会
で
す
．
全

国
各
地
の
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
約
六
万
人
を
対
象
と

し
て
い
て
、
参
加
者
は
一
万
五
千
人
を
数
え
ま
す
。
国

内
で
開
催
さ
れ
る
会
議
と
し
て
は
そ
の
規
模
、
経
済
効

果
の
大
き
さ
は
最
大
級
の
も
の
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
．

日
本
の
委
員
会
は
も
と
よ
り
県
内
青
年
会
議
所
総
動
員

で
運
営
に
当
た
り
ま
す
。

会
員
募
集
中

蕊 職高萩青年会議所ホームパージ

http://www. jsdi . or. jp/~takahagi

問合せ：事務局岡田拓也さん

aO90-4607-2959

Eメールアドレス

t-0kada@hyper・ ocn. ne. ｣p鯵 鯵
’

…可惠 鱗
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